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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと該液晶パネルの背面に設けられた３波長光出力を有するバックライトとを
備える液晶表示装置であって、
　前記バックライトのＲＧＢ出力光レベルを検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出されたＲＧＢ出力光レベルに基づいて、所定の輝度になるよう
に、前記バックライトを駆動するためのバックライト電流を制御する第１の制御手段と、
　前記検出手段により検出されたＲＧＢ出力光レベルに基づいて、所定の色度になるよう
に前記液晶パネルに供給される表示信号を制御する第２の制御手段と、
　前記検出手段により検出されたＲＧＢ出力光レベルを３刺激値に変換する第１の変換手
段と、
　前記３刺激値を輝度値及び色度値に変換する第２の変換手段とを具備し、
　前記第１の制御手段は、前記第２の変換手段により変換された前記輝度値に基づいて、
前記バックライトを駆動するためのバックライト電流を制御し、
　前記第２の制御手段は、前記第２の変換手段により変換された前記色度値に基づいて、
前記液晶パネルに供給される表示信号を制御する
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１の制御手段は、前記第２の変換手段により変換された前記輝度値と所定の期待
値とが一致するように、前記バックライト電流を制御することを特徴とする請求項１記載
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の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第２の制御手段は、前記第２の変換手段により変換された前記色度値と所定の期待
値または初期値とが一致するように、前記液晶パネルに供給される表示信号を制御するこ
とを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第２の制御手段によって前記液晶パネルに供給される表示信号を制御する際に生じ
る前記液晶パネルの輝度変化を防ぐために、前記第１の制御手段による、前記バックライ
トを駆動するためのバックライト電流を制御する際に、前記所定の期待値を補正する補正
手段を具備することを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　液晶パネルと該液晶パネルの背面に設けられた３波長光出力を有するバックライトとを
備える液晶表示装置の液晶表示装置制御方法であって、
　前記バックライトのＲＧＢ出力光レベルを検出するステップと、
　前記検出されたＲＧＢ出力光レベルに基づいて、所定の輝度になるように、前記バック
ライトを駆動するためのバックライト電流を制御する第１の制御ステップと、
　前記検出されたＲＧＢ出力光レベルに基づいて、所定の色度になるように前記液晶パネ
ルに供給される表示信号を制御する第２の制御ステップと、
　前記検出するステップにより検出されたＲＧＢ出力光レベルを３刺激値に変換する第１
の変換ステップと、
　前記３刺激値を輝度値及び色度値に変換する第２の変換ステップとを含み、
　前記第１の制御ステップでは、前記第２の変換ステップにおいて変換された前記輝度値
に基づいて、前記バックライトを駆動するためのバックライト電流を制御し、
　前記第２の制御ステップでは、前記第２の変換ステップにおいて変換された前記色度値
に基づいて、前記液晶パネルに供給される表示信号を制御する
　ことを特徴とする液晶表示装置制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライトを有する液晶表示装置に係り、輝度と色を制御可能とする液晶
表示装置及び液晶表示装置制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置のバックライト制御には、バックライトの反射板から漏れる光に対
する輝度センサの出力情報に従って、バックライトのランプ電流を制御する技術がある（
例えば、特許文献１参照）。該従来技術では、液晶モジュールの反射板から漏れる光をセ
ンサで検出し、この検出出力を監視しながらユーザが設定した輝度となるように輝度制御
信号を出力することにより、最適な表示状態を維持できるようにしたものである。
【０００３】
　また、バックライトの色度に対する色センサの出力情報に従って、ΔＥａ＊ｂ＊が最小
になるように、ルックアップテーブルを用いて液晶パネルを制御する技術がある（例えば
、特許文献２参照）。該従来技術では、液晶モジュールの照明光の色度をセンサで検出し
、予め設定した色度情報との色差が最小になるように液晶パネルの表示信号を制御するも
のである。
【０００４】
【特許文献１】特許第３１７１８０８号（第３頁、図１）
【特許文献２】特開２００６－９１２３５号（第１４頁、図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　ところで、バックライトにＣＣＦＬ（冷陰極管）を用いた液晶表示装置は、時間が経つ
に従い、青の蛍光体の発光効率の劣化が赤と緑の蛍光体に比べ早いことが知られている。
つまり、液晶表示装置の白色ポイントは、時間が経つに従って黄色味がかかってくる。液
晶表示装置の使用分野では、過去の診断映像と現在の診断写真とを比べる医用分野や、実
際の色とディスプレイの色との一致が求められるグラフィックデザイン分野においては、
特に、色の経時変化が問題になることが多い。
【０００６】
　上述した従来技術（特許文献１）では、バックライトの光の強さを輝度センサで検出し
、バックライトの電流を制御することにより、バックライトの明るさを一定にしていた。
これは、輝度のみの制御であって、色度まで合わせることができないという問題があった
。
【０００７】
　また、上述した従来技術（特許文献２）では、バックライトから供給される照明光の色
度を測定する色センサから出力される色度情報に基づき、異なる表示信号を液晶パネルに
供給していた。しかしながら、該従来技術では、色差ΔＥａ＊ｂ＊を求め、ルックアップ
テーブルにより制御する方法であり、信号の階調特性を損なわずに色度と輝度を同時に制
御することができないという問題があった。
【０００８】
　本発明は、このような事情を考慮してなされたものであり、その目的は、変化のない安
定した輝度と色度を実現することができる液晶表示装置及び液晶表示装置制御方法を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決するために、本発明は、液晶パネルと該液晶パネルの背面に設けら
れた３波長光出力を有するバックライトとを備える液晶表示装置であって、前記バックラ
イトのＲＧＢ出力光レベルを検出する検出手段と、前記検出手段により検出されたＲＧＢ
出力光レベルに基づいて、所定の輝度になるように、前記バックライトを駆動するための
バックライト電流を制御する第１の制御手段と、前記検出手段により検出されたＲＧＢ出
力光レベルに基づいて、所定の色度になるように前記液晶パネルに供給される表示信号を
制御する第２の制御手段と、前記検出手段により検出されたＲＧＢ出力光レベルを３刺激
値に変換する第１の変換手段と、前記３刺激値を輝度値及び色度値に変換する第２の変換
手段とを具備し、前記第１の制御手段は、前記第２の変換手段により変換された前記輝度
値に基づいて、前記バックライトを駆動するためのバックライト電流を制御し、前記第２
の制御手段は、前記第２の変換手段により変換された前記色度値に基づいて、前記液晶パ
ネルに供給される表示信号を制御することを特徴とする。
【００１１】
　本発明は、上記の発明において、前記第１の制御手段は、前記第２の変換手段により変
換された前記輝度値と所定の期待値とが一致するように、前記バックライト電流を制御す
ることを特徴とする。
【００１２】
　本発明は、上記の発明において、前記第２の制御手段は、前記第２の変換手段により変
換された前記色度値と所定の期待値または初期値とが一致するように、前記液晶パネルに
供給される表示信号を制御することを特徴とする。
【００１３】
　本発明は、上記の発明において、前記第２の制御手段によって前記液晶パネルに供給さ
れる表示信号を制御する際に生じる前記液晶パネルの輝度変化を防ぐために、前記第１の
制御手段による、前記バックライトを駆動するためのバックライト電流を制御する際に、
前記所定の期待値を補正する補正手段を具備することを特徴とする。
【００１４】
　また、上述した課題を解決するために、本発明は、液晶パネルと該液晶パネルの背面に
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設けられた３波長光出力を有するバックライトとを備える液晶表示装置の液晶表示装置制
御方法であって、前記バックライトのＲＧＢ出力光レベルを検出するステップと、前記検
出されたＲＧＢ出力光レベルに基づいて、所定の輝度になるように、前記バックライトを
駆動するためのバックライト電流を制御する第１の制御ステップと、前記検出されたＲＧ
Ｂ出力光レベルに基づいて、所定の色度になるように前記液晶パネルに供給される表示信
号を制御する第２の制御ステップと、前記検出するステップにより検出されたＲＧＢ出力
光レベルを３刺激値に変換する第１の変換ステップと、前記３刺激値を輝度値及び色度値
に変換する第２の変換ステップとを含み、前記第１の制御ステップでは、前記第２の変換
ステップにおいて変換された前記輝度値に基づいて、前記バックライトを駆動するための
バックライト電流を制御し、前記第２の制御ステップでは、前記第２の変換ステップにお
いて変換された前記色度値に基づいて、前記液晶パネルに供給される表示信号を制御する
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明によれば、検出手段により、バックライトのＲＧＢ出力光レベルを検出し、第
１の制御手段により、ＲＧＢ出力光レベルに基づいて、所定の輝度になるように、バック
ライトを駆動するためのバックライト電流を制御し、第２の制御手段により、ＲＧＢ出力
光レベルに基づいて、所定の色度になるように液晶パネルに供給される表示信号を制御す
る。したがって、変化のない安定した輝度と色度を実現することができる。なお、測定す
る場所は背面の反射板から漏れる光を測定しても、導光板で導かれた光を測定してもよい
。
【００１６】
　また、本発明によれば、第１の変換手段により、検出されたＲＧＢ出力光レベルを３刺
激値に変換し、第２の変換手段により、該３刺激値を輝度値及び色度値に変換し、該輝度
値に基づいてバックライトを駆動するためのバックライト電流を制御し、該色度値に基づ
いて液晶パネルに供給される表示信号を制御する。したがって、バックライトのＲＧＢ出
力光レベルから正確な３刺激値を得ることができ、より変化のない安定した輝度と色度を
実現することができる。
【００１７】
　また、本発明によれば、第１の制御手段により、第２の変換手段により変換された輝度
値と所定の期待値とが一致するように、バックライト電流を制御する。したがって、工場
出荷前の段階において、予め定められた所望する輝度を得ることができる。
【００１８】
　また、この発明によれば、第２の制御手段により、第２の変換手段により変換された色
度値と所定の期待値または初期値とが一致するように、液晶パネルに供給される表示信号
を制御する。したがって、工場出荷前の段階において、予め定められた所望する色度を得
ることができる。
【００１９】
　また、この発明によれば、第２の制御手段によって液晶パネルに供給される表示信号を
制御する際に生じる液晶パネルの輝度変化を防ぐために、補正手段により、第１の制御手
段による、バックライトを駆動するためのバックライト電流を制御する際に、所定の期待
値を補正する。したがって、色度制御のために生じる液晶パネルの輝度変化を防ぐことが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施形態による液晶表示装置を、図面を参照して説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の実施形態による液晶表示装置の構成を示すブロック図である。図１に
おいて、１は、液晶パネルであり、ＲＧＢにわかれたカラーフィルタを有し、ＲＧＢに相
当する信号レベルを制御することにより、ＲＧＢそれぞれの階調を表示する。２は、バッ
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クライトシステム（以下、単にバックライトという）であり、液晶パネル１の階調を輝度
に変換する。バックライト２は、複数の冷陰極管（ＣＣＦＬ）３と、その電流を制御する
インバータ回路４とを備えており、複数の冷陰極管３の電流を制御することにより、液晶
パネル１の輝度を増減する。
【００２２】
　センサ５、６、７は、バックライト２から漏れる、または導いて取り出された光（Ｒ、
Ｇ、Ｂ）を検出し、それぞれの光量に応じた電流に変換し、電流電圧変換部８に供給する
。電流電圧変換部８は、センサ５、６、７からの電流を電圧に変換し、ＣＰＵ１０に供給
する。ＣＰＵ１０は、Ａ／Ｄ変換器９を有し、上記電流電圧変換部８からの電圧をデジタ
ルデータ（以下、ＲＧＢデータ）に変換する。
【００２３】
　また、ＣＰＵ１０は、Ａ／Ｄ変換器９によって変換されたＲＧＢデータ、すなわち、バ
ックライト２から漏れる、または導いて取り出された光（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の光量に応じたＲ
ＧＢデータに対して所定の演算を行った後、該演算結果に従って、バックライトの電流を
制御するとともに、液晶パネルの信号レベルを制御するための制御信号Ｓ１、Ｓ２を生成
し、それぞれインバータ回路４、信号処理部１１に供給する。インバータ回路４は、上記
制御信号Ｓ１に従って、バックライト２の電流を制御する。信号処理部１１は、上記制御
信号Ｓ２に従って、液晶パネル１の信号レベルを制御する。
【００２４】
　上述した構成によれば、バックライト２から漏れる、または導いて取り出された光は、
ＲＧＢの３つのセンサ５、６、７で電流に変換された後、電流電圧変換部８で電圧に変換
され、Ａ/Ｄ変換器９でＲＧＢデータに変換される。ＣＰＵ１０では、デジタル化された
ＲＧＢデータに対して所定の演算が行われ、バックライト２の電流を制御するとともに、
液晶パネル１の信号レベルを制御するための制御信号Ｓ１、Ｓ２が生成される。なお、制
御信号Ｓ１は、センサ５、６、７により検出されたバックライト２の輝度に基づく制御信
号である。また、制御信号Ｓ２は、センサ５、６、７により検出されたバックライト２の
色温度に基づく制御信号である。インバータ回路４では、上記制御信号Ｓ１に従って、バ
ックライト２の電流が制御される。信号処理部１１では、上記制御信号Ｓ２に従って、液
晶パネル１の信号レベルが制御される。
【００２５】
　次に、上記ＣＰＵ１０における演算処理について説明する。
　ＣＰＵ１０は、デジタル化されたＲＧＢデータを、液晶パネル１の表面を測定した３刺
激値ＸＹＺに変換する。これは、ＲＧＢの各センサ５、６、７の色度スペクトラム特性と
３刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚのスペクトラム特性とが、図２（ａ）、（ｂ）に示すように、完全に
一致しないためであり、ＣＰＵ１０は、次式（１）、（２）、（３）に従って、ＲＧＢデ
ータを３刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚに変換する。
【００２６】
【数１】

【００２７】
【数２】
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【００２８】
【数３】

【００２９】
　なお、上記数式（１）～（３）において、Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓは、センサ５、６、７の出
力値であり、ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、ｊ、ｋ、ｌは、各機種固有の固定定
数であり、Ｘ、Ｙ、Ｚは、３刺激値である。
【００３０】
　全ての機種において、各３刺激値におけるＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓの比が等しいと仮定すると
、上記数式（１）、（２）、（３）は、次式（４）、（５）、（６）のように表される。
【００３１】
【数４】

【００３２】
【数５】

【００３３】
【数６】

【００３４】
　なお、上記数式（４）～（６）において、ｂ’、ｃ’、ｆ’，ｇ’，ｊ’，ｋ’は、全
ての機種に共通する固定定数である。
【００３５】
　機種毎に、所定の輝度範囲の最大輝度と最小輝度における液晶パネル表面の３刺激値Ｘ
、Ｙ、Ｚの測定値と、そのときのセンサ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓとを求めることにより、数式
（４）、（５）、（６）の変数ａ、ｄ、ｅ，ｈ，ｉ，ｌが求まる。これにより、図３に示
すようなセンサ５、６、７の感度のばらつきを機種毎に校正することができ、さらに、そ
の輝度範囲でのトラッキングをとることが可能となる。
【００３６】
　上述したように、バックライト２の３波長光出力をＲＧＢの各センサ５、６、７で検出
したセンサ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓと液晶表面の３刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚとが相関付けられる。こ
の３刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚからは、さらに、次式（７）、（８）、（９）に従って輝度値Ｌｖ
と色度値ｘ、ｙとを求めることができる。
【００３７】
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【数７】

【００３８】

【数８】

【００３９】

【数９】

【００４０】
　前述したように、センサ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓが分かれば、液晶表面の３刺激値Ｘ、Ｙ、
Ｚは、ある輝度範囲で求まる。よって、バックライト電流を制御することにより輝度値Ｌ
ｖを期待値Ｌｖ’になるように制御することができる。すなわち、図４に示すようなルー
プを構成することになる。
【００４１】
　色度については、バックライト２の色温度を変化させることは難しいので、信号処理部
１１において、ＣＰＵ１０からの制御信号Ｓ２（すなわち、センサ５、６、７により検出
されたバックライト２の色温度に関する情報に基づく制御信号）に従って、液晶パネル１
に供給する表示信号のレベルを変化させることにより、液晶パネル１の色度を一定にする
。
【００４２】
　液晶パネル１に供給する表示信号のレベルを、Ｒｐ、Ｇｐ、Ｂｐとする。
　白色点を基準に、
　Ｒｐを減少→ｘｙ座標のｘが減少、ｙは変化しない、
　Ｇｐを減少→ｘｙ座標のｘは変化しない、ｙは減少、
　Ｂｐを減少→ｘｙ座標のｘは増加、ｙは増加、
の関係がある。
【００４３】
　例えば、
　Δｘ＝０．０００４×ΔＲｐ
　Δｙ＝０×ΔＲｐ
　となる。
【００４４】
　工場出荷時に予め測定しておいた基準の色温度値ｘ、ｙからどれだけずれているかによ
って、Ｒｐ、Ｇｐ、Ｂｐのレベルを制御する。その方法を以下に示す。なお、現在の色度
値ｘ、ｙをｘｃ、ｙｃ、基準の色度値ｘ、ｙをｘｆ、ｙｆとする。
【００４５】
（１）ｙｃがｙｆよりも低く、かつｘｃがｘｆより高い場合：Ｂｐを減少させてｙｃとｙ
ｆとを一致させる。
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　Ｂｐの変化に対するｘ、ｙの変化量は、以下の通りである。
　Δｙ＝－０．０００２×ΔＢｐ
　Δｘ＝－０．０００２×ΔＢｐ
　ΔＹ＝０．０７６４×Ｙ（２５５，２５５，２５５）×ΔＢｐ／２５５
【００４６】
　さらに、Ｒｐを減少させｘｃとｘｆを一致させる。
　Ｒｐの変化に対するｘ、ｙの変化量は、以下の通りである。
　Δｙ＝０
　Δｘ＝０．０００４×ΔＲｐ
　ΔＹ＝０．３３８×Ｙ（２５５，２５５，２５５）×ΔＲｐ／２５５
【００４７】
　ここで、図５は、ｙｃがｙｆよりも低い場合に、Ｂｐを減少させてｙｃとｙｆとを一致
させ、ｘｃがｘｆより高い場合にＲｐを減少させｘｃとｘｆとを一致させる場合における
概念図である。
（２）ｙｃがｙｆよりも低く、かつｘｃがｘｆよりも低い場合：Ｂｐを減少させてｙｃと
ｙｆとを一致させる。
　Ｂｐの変化に対するｘ、ｙの変化量は、以下の通りである。
　Δｙ＝－０．０００２×ΔＢｐ
　Δｘ＝－０．０００２×ΔＢｐ
　ΔＹ＝０．６６９１×Ｙ（２５５，２５５，２５５）×ΔＢｐ／２５５
【００４８】
　さらに、ＢｐとＧｐを減少させｘｃとｘｆを一致させる。
　ＢｐとＧｐとの変化に対するｘ、ｙの変化量は、以下の通りである。
　Δｘ＝－０．０００３×ΔＢｐＧｐ
　Δｙ＝０．００００８×ΔＢｐＧｐ
　ΔＹ＝０．７３０９×Ｙ（２５５，２５５，２５５）×ΔＢｐＧｐ／２５５
【００４９】
　ここで、図６は、ｙｃがｙｆよりも低い場合に、Ｂｐを減少させてｙｃとｙｆとを一致
させｘｃがｘｆより低い場合にＢｐとＧｐを減少させｘｃとｘｆとを一致させる場合にお
ける概念図である。
（３）ｙｃがｙｆよりも高く、かつｘｃがｘｆより高い場合：Ｇｐを減少させてｙｃとｙ
ｆとを一致させる。
　Ｇｐの変化に対するｘ、ｙの変化量は、以下の通りである。
　Δｘ＝－０．００００９×ΔＧｐ
　Δｙ＝０．０００３×ΔＧｐ
　ΔＹ＝０．６６９１×Ｙ（２５５，２５５，２５５）×ΔＧｐ／２５５
【００５０】
　さらに、Ｒｐを減少させｘｃとｘｆを一致させる。
　Ｒｐの変化に対するｘ、ｙの変化量は、以下の通りである。
　Δｙ＝０
　Δｘ＝０．０００４×ΔＲｐ
　ΔＹ＝０．３３８×Ｙ（２５５，２５５，２５５）×ΔＲｐ／２５５
【００５１】
　ここで、図７は、ｙｃがｙｆよりも高い場合に、Ｇｐを減少させてｙｃとｙｆとを一致
させ、ｘｃがｘｆよりも高い場合にＲｐを減少させｘｃとｘｆを一致させる場合における
概念図である。
（４）ｙｃがｙｆよりも高く、かつｘｃがｘｆよりも低い場合：Ｇｐを減少させてｙｃと
ｙｆとを一致させる。
　ＲｐとＧｐとの変化に対するｘ、ｙの変化量は、以下の通りである。
　Δｙ＝－０．００００９×ΔＲｐＧｐ
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　Δｘ＝０．０００３×ΔＲｐＧｐ
　ΔＹ＝０．６６９１×Ｙ（２５５，２５５，２５５）×ΔＲｐＧｐ／２５５
【００５２】
　さらに、ＢｐとＧｐを減少する。
　ＢｐとＧｐとの変化に対するｘ、ｙの変化量は、以下の通りである。
　Δｘ＝－０．０００３×ΔＢｐＧｐ
　Δｙ＝０．００００８×ΔＢｐＧｐ
　ΔＹ＝０．７３０９×Ｙ（２５５，２５５，２５５）×ΔＢｐＧｐ／２５５
　ここで、図８は、ｙｃがｙｆよりも高い場合に、Ｇｐを減少させてｙｃとｙｆとを一致
させ、ｘｃがｘｆよりも低い場合ＢｐとＧｐを減少させｘｃとｘｆｐを一致させる場合に
おける概念図である。
【００５３】
　上述した（１）～（４）において、ＲＧＢ全てが２５５より低い場合には、一番高い色
が２５５になるように変更する。
【００５４】
　液晶パネル１に供給する表示信号のレベルは、８ｂｉｔ分解能のとき、通常、最大２５
５の値をとる。上述したように、表示信号レベルを変えることによって色度を合わせたと
き、輝度Ｌｖが下がってしまう。そこで、予めＲＧＢそれぞれの表示信号レベルを変えた
ときの輝度変化を測定しておき、色度を合わせたとき、どれだけ輝度が落ちるかを算出す
る。その例を上記（１）～（４）の中にΔＹで表している。該ΔＹを期待値Ｌｖ’に加え
ることにより輝度を一定にする。
【００５５】
　液晶パネル１に供給する表示信号のＲＧＢレベルを変えることにより生じる輝度の低下
を期待値Ｌｖ’に加えることにより輝度値Ｌｖを一定にする方法にはいろいろな応用が考
えられる。
【００５６】
　一例として、液晶パネル１の画面色温度を変更するのにＲＧＢのレベルを変える方法が
ある。例えば、ＲＧＢとも最大レベル（８ｂｉｔの場合Ｒ＝２５５、Ｇ＝２５５、Ｂ＝２
５５）が６５００Ｋ（ケルビン）の液晶パネルの場合、９３００Ｋに設定するには、Ｒ＝
１８０、Ｇ＝１９７、Ｂ＝２５５となり、輝度が３３％に低下してしまう。そこで、この
低下分を期待値Ｌｖ’に加えることにより、輝度を変えることなく、色温度を変更するこ
とが可能となる。
【００５７】
　他の例として、液晶パネルの輝度均一性・色均一性を改善する方法として、画面の部分
に応じてＲＧＢのレベルを変える方法がある。一般的に液晶パネルは、人間の目が集中す
る中央部の輝度を高くして画面を明るく見せるように作られている。医用向け等の輝度・
色均一性の規格を満足させるために、画面中央のＲＧＢレベルを落とすことにより、周囲
の輝度差を少なくし、輝度・色均一性を向上させる方法がある。画面の輝度の定義は、画
面中央部で測定するのが一般的であるので、輝度・色均一性を向上させた場合、輝度の低
下を生じる。そこで、この低下分を期待値Ｌｖ’に加えることにより、輝度を変えること
なく、輝度・色均一性を向上させることが可能となる。
【００５８】
　ここで、図９（ａ）は、本実施形態による輝度均一性補正前の輝度特性を示す概念図で
あり、図９（ｂ）は、本実施形態による輝度均一性補正を行った後の輝度特性を示す概念
図である。輝度均一性補正前は、図９（ａ）に示すように、中央部で最も高く、周囲ほど
低いことが分かる。これに対して、輝度均一性補正後は、図９（ｂ）に示すように、輝度
がほぼ均一になっていることが分かる。
【００５９】
　上述した実施形態によれば、液晶表示装置において、バックライト２の光出力をＲＧＢ
の各センサ５、６、７で検出し、その値から輝度値Ｌｖと色温度ｘ、ｙとを求め、輝度の
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ネル１への表示信号のレベルとを制御することにより、変化のない安定した輝度と色度を
実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の実施形態による液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本実施形態において、センサ５、６、７の色度スペクトラム特性と３刺激値ＸＹ
Ｚのスペクトラム特性とを示す概念図である。
【図３】センサ５、６、７の感度のばらつきを示す概念図である。
【図４】本実施形態による制御方法を説明するための概念図である。
【図５】ｙｃがｙｆよりも低い場合に、Ｂｐを減少させてｙｃとｙｆとを一致させる場合
における概念図である。
【図６】ｙｃがｙｆよりも低い場合に、Ｂｐを減少させてｙｃとｙｆとを一致させる場合
における概念図である。
【図７】ｙｃがｙｆよりも高い場合に、Ｇｐを減少させてｙｃとｙｆとを一致させる場合
における概念図である。
【図８】ｙｃがｙｆよりも高い場合に、Ｇｐを減少させてｙｃとｙｆとを一致させる場合
における概念図である。
【図９】輝度均一補正前と輝度均一補正後の輝度特性を示す概念図である。
【符号の説明】
【００６１】
　１　液晶パネル
　２　バックライト
　３　冷陰極管
　４　インバータ回路（第１の制御手段）
　５、６、７　センサ（検出手段）
　８　電流電圧変換部
　９　Ａ／Ｄ変換部
　１０　ＣＰＵ（第１の制御手段、第２の制御手段、第１の変換手段、第２の変換手段、
補正手段）
　１１　信号処理部（第２の制御手段）
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